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悲劇 か ら神話へ

B四 ． イ ワ ノ ブ の ドス トエ フ ス キ イ 研究 に つ い て

安 藤 厚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文南k田各・
写
・
表

i ）BHq．　HBaHOB の 著 作集成

　　　　B1丶
「i： Bopo3 双bi　H 　 Me 冫KH ．　 M ．， 1916．

　　　　H3 ： no　 3Be3 八aM ．　Crl6．，1909．

　　　　PB ： Po 八 Hoe 　 H 　 Bce ，leHcKoe ．1＞L ，
1917．

　　　　CCI ： Co6paHHe 　 co 匸｛HHeHH 前．　 ToM 　 L 　 Bruxelles
，
1971．

　　　　CCII ： Co6paHHe 　coqHHeHH 蘯．　ToM 　2．　Bruxelles ，
1974．

ii）Bflq．　 MBaHOB の ド ス ト エ フ ス キ イ 研 究

　　　　  ： 丑ocToeBcK 噛 HpoMaH −Tparenlifi ．　 ln ：
”

　Pyccl｛aH 　 MblCJJh 　
”

，
19：11

，　 Mah −

　　　　　 HfOHb ．　f　B渦 CTP ．3− 60．

　　　　
．
  ： OcHOBHoth　MHtp 　B　poMaI．正e 《Becbi》・In ：

”
PyccKafi　MblcJIb

”
，
1914

，　anpenb ・！

　　　　　　　BM 　CTP ．61− 72．

　　　　  ： JI跚 ｛ HnplqliHbl 　PoccHH．　In ：
”PyccKa兄 MblCnb

’
  1916。！PB 　cTp ．125− 169．

　　　　  ： D 。stolewskij 　 und 　 die　 RomantragOdie ．　 Ubers ・ v ・ D ・ Umanskij ・

　　　　　 Leipzig　，i　Wien ，
1922．

　　　　  ： Dostoevskij 　aIs 　Denker ．　 Dt．　v ．　A ．　Kreslig．　ln ： Neue 　Schweizer　Rund −

　　　　　schau ，40／41，1931，　 pp ．123− 134．

　　　　  ： Dostojewskij ．　Trag6die− Mythos − Mystik・　Autoris ・　Ubers・v ・A ・Kreslig・

　　　　　 TUbingen
，
1932．

　　　　  ： Freedom 　and 　the　Tragic 　L ｛fe，　A 　Study　in　D 。stoevsky ・TransI・by　N ・

　　　　　 Cameron ．　London ，（1952）； N ．　Y ．
，
1957．

　今世紀は じめ の 約15年は ，
ロ シ ヤ の 芸術界全体を 揺 り

．
動か した 新傾 向の 影響

の もとに
，

ドス ト ニ フ ス キ イ研究に も新 しい 一 歩が し る され た 時代 と して 記憶

され るω
。

こ の 小 論 の 課題 は ，
こ の 時代の

一
芸術界の 動向に 大 きな影響を与 えた

が ， わ が 国で は 知 られ る こ との す くなか っ た Bfl9．イ ワ ノ ブ の 思想を ドス トエ

フ ス キ イ研．究 の 範 囲で 調べ
， そ の 歴史的意義を考え る こ とに ある〔2｝

。

　　ヴ ャ チ ェ ス ラ フ ・イ ワ ノ ブ （1866− 1949） は A ．ブ ロ ー ク ， A ，ベ ール イ と
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と もに 卩 シ ヤ の 後期象徴派 詩人 の 代表者 として 知 られ る 。 20才で ベ ル リン に 留

学 し て 以来 ， 半生を ドイ ツ
，

ス イ ス
，

イ タ リア な どで す ご し ， 全 ヨ ー一　P ッ
パ を

舞台に 活動 し たが ， 1905年か ら24年 ま で は 故国 に 住 ん で ， 文化 の 全領域 の 革新

の 気運 の なか で ロ シ ヤ の 知 識層 の なか の 新潮流 の ひ とつ の 中心 とな っ た （3｝
。

　 イ ワ ノ フ の 活動は 多方面に わ た り ， 公刊 さ れた 仕事 に は 詩集 8 巻 ， 悲劇 2 編，

古代研究 の 学問的労作 3 編の ほ か ， 多数の 評論と翻訳が ある 。 ドス トエ フ ス キ

イ 研究 は ， 純粋 の 翻訳 を 除い て ，
ロ シ ヤ 語 と ドイ ツ 語で 5編 を数え る（4）

。

　 ドス トエ フ ス キ イ研究 の 分野 で の イ ワ ノ フ の 功績 は ， 古代 ギ リシ ャ の 宗教 と

悲劇の 研究 の成果を こ の 分 野 に 導入 し て ， ドス トエ フ ス キ イの 小説 に 「悲劇小

説 （pOMal卜 TpareA 雌 ）」 と い う定義を与えた こ と， その 神話学的研究の 道を拓

い た こ とに ある 。

1）　 M ，パ フ チ ン と Bfiq．イ ワ ノ ブ

　パ フ チ ン は ， 自分 よ り前 に ドス ト エ フ ス キ イ の 小 説の ポ リ フ ォ ニ イ性の 発見

に 近づ い た批評家 として ， 第 1番に イ ワ ノ フ を あげ，
「ドス トエ フ ス キ イの 小

説世界 の 構造的特質の 根本 を最初に 手 さ ぐりで 発見 した の は Bfiy，イ ワ ノ フ だ」

とす る が ， 同時に
， 次の よ うに 批判 もす る。

　　「他者の 《我 》を 客体 とし て で は な く， も うひ と りの 主 休 とし て 認め る こ と，

　 これが ドス トエ フ ス キ イ の 世界観の 根本原理 で あ る。 他者 の 《我》を認 め る

　こ と ， 《汝 あ り》 を認 め る こ と，
こ れ が ， イ ワ ノ ブ に よれ ば ，

ドス トエ フ ス キ

　イの 主 人公た ち が倫理上 の 独我論を克服するた め に解決すべ き課題で あ る 。」

　　「こ の よ うに
， 他者 の 意識 を客体と し て で は な く， 完全 な 権利を もっ た主

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　 　の

　体 として 認 め る こ とが ， 小 説 の 内容 （たが い に ひ きは な され た意識の カ タ ス

　 ト ・ フ ィ ）を規定す る倫理 的宗教的要請で ある 。 」

　　「つ ま り， イ ワ ノ ブ は こ の 原理 が 小説の 内容に お い て主 題 と して ど の よ う

　に 屈折を とげて い る か を示 して い る に す ぎな い 。」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　 　　 の　　 ロ　　 　

　　「イ ワ ノ ブ は ， こ の 世 界観 の 根本原 理 が どの よ うに して世 界を 芸術に よ っ

　 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e　　　e　　　ロ　　　サ　　　ロ　　　e 　　　リ 　　　ロ　　　リ　　　ロ　　　■

　て見 る ため の 原理 とな る の か ， 小説 とい うこ と ば に よ っ て 成 立す る全一 体 の

　芸術 的 な構成原理 とな る の か を ， 示 しえ なか っ た 。 」 （強調は 原文）（
5）

　パ フ チ ン の 批判 は 彼の 文学研究 の 方法 の 根本に 根 ざして い る 。 彼は イ ワ ノ ブ

に 作者 の 世界観が 作品の なか に こ とば と して ， 形式 と して どの よ うに 実現され

て い るか を解 明す る よ うに 求め る 。 彼 自身の ドス トエ フ ス キ イ研究 は ， 世界観

か ら形式 へ
， 思想か ら こ とば へ と展開 され る 。 こ れ は ， イ ワ ノ フ の 比 喩的 な図
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式に した が え ば ， 天か ら地 へ の デ ィ オ ニ ュ ソ ス 的下降運動， 理 念か ら作品の 表

現に むか う作者の 精神 の 運動の 方向だ 。

　一 方 ， イ ワ ノ ブ の 研究 の 構成 は ，   で は 第 1章が 「形式の 根本原理 」， 第 2 章

が 「世界観の 根本原理 」，   で は 第 1部 「悲劇研究 の 視座」， 第 2部 「神話学 の

視座」， 第 3 部「神秘学の 視座」と ，
い ずれ も， 形式→ 世界観 ， ある い は 芸術 → 神

話 → 形而上 学 とい う， イ ワ ノ ブ 自身 の 図式に よれ ば ， 地 か ら天 へ の ア ポ ロ ン 的

上昇運動 ， 作品か ら作者の 理念に むか う小説の 読者の 精神の 運動の 方 向の 展 開

に な っ て い る〔6｝
。

　 イ ワ ノ ブ は ドス トエ フ ス キ イ の 小説の 「形式 の 根本原理 」 とし て 「悲劇小説」

と い う定義 を ，
「世界観 の 根本原理 」 とし て 「直観的洞察に 基づ い て 《汝あ り》

　 　 　 　 P ア リ ズ ム

を 認め る 実在論」をた て る 。 イ ワ ノ ブ に お い て ，
こ の ふ た つ の 観点 は論理的に

緊 密に 結び つ け られ て い るが ， パ フ チ ン は そ の 後者だ けを 認め ， 前者は 「新 し

い 夊学形式 をす で に な じみ の 文学的志向に 要約 し よ うとす る試 み の 典型」 と し

て し りぞ け る〔7）
e

　 こ の 両者 の 対立 の 構 図がわ た した ち の 考察の 手がか りとな る 。 しか し
，

こ こ

で は ， まず， パ フ チ ン が イ ワ ノ ブ を 批判 し な が ら も，
ロ ーザ ノ ブ か らシ ェ ス ト

フ に 至 る 1哲学的 モ ノ P 一 グ化」 の 道を歩 ん だ批評家 とは 区別 して い る こ とに

注 目し て お きた い 。 彼が ， ドス トエ フ ス キ イ の 小説 の ポ リ フ ォ ニ イ 性 ， 主人公

の 意識の 対話性 と い う自分の 観点 の 中心 命題 を ， ほ とん ど直接 に イ ワ ノ ブ の

「世 界観 の 根本 原 理 」 に 結び つ け て い る こ と は 意味深い
。

イ ワ ノ ブ の 仕事は ，

小 説 の 形 式 と世界観 と を 統一 的構想で 把握 し た は じめ て の 研究 と し て ，

パ フ チ

ン の 研究 に 深 くつ な が っ て い る 。
こ れだ けで も， ドス トエ フ ス キ イ 研究の 歴史

の な か に イ ワ ノ フ の 仕事が 占め る位 置は大 きい とい わ なければ な らない 。

2）　『ドス トエ フ ス キ イ と悲劇 小説 』

　イ ワ ノ ブ の ドス トエ フ ス キ イ研究 の な か で は ，   が も っ と も大 き く， 理 論的

完成 度 も高い が ，
こ こ で は ，

ロ シ ヤ に お け る ドス トエ フ ス キ イ研究の 発展 に 寄

与す る と こ ろが も っ と も大 きか っ た と考え られ る ，   を中心 に 分析を進め る 。

（文献略 号表 ii） 参照 ）

i）「形式の 根本原理 」

　イ ワ ノ ブ は ， ドス トエ フ ス キ イ の 創作は ， そ こで 小説 が 「精神の 悲劇」 に な

っ た 点で ， 小説 の 歴 史 に 新時代を 開い た とす る 。 最古 ， 最高の 叙事詩 rイ リア
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ス 』 は構想 ， 事件の 展開 ，

パ トス な どの 点で 内面的に は 悲劇 で あ る 。
こ の 原始

の 悲劇 の パ ン 種は
，

『オ デ ュ ッ セ イア 』 で 早 くも哀弱 して し ま っ た 。 以 来 ， 莫雄

叙事詩 は 哀微す る一 方だ っ た が ， 小説 と呼ば れ る叙事詩的夊学形式は ， 逆に ，

次第に 力を増し て ゆ き， ドス トエ フ ス キ イ の 小説に 三魁 ・ て 純粋の 悲劇の 形式を

獲得 した 。

　 「悲劇小説」とは ， 純粋に 叙事詩的 な小説の 歪曲で は な く， 叙事詩本来 の 権利

の 回 復， そ の 豊饒化 で あ る 。 なぜ な ら， 叙事詩は ， 元 来 ， 音楽 と舞 踊に よ る宗

教劇 ， 仮面劇 と未だ分化 し て い な い 状態の 混淆的な原始芸術か ら生 まれ た 芸術

で ， 抒情詩 の 場合 の よ うに
， 物語 の 設定や登 場 人物 ， 事件の 進展 な ど一 切が歌

い 手 の 口 か ら直接 に 語 られ る叙 述的，報道 的 な芸術 と ，

一
切が登 場 人 物 の 口 を

通 し て語 られ ， 詩人 の 作 りだ し た 日に は み え ない 悲劇 の 舞台 の うえ の 仮面の 人

物 の 口 か ら語 られ た よ うに 聞 こ え る ， 登 場人物の 直接話法 の 独 由 と対話 に よ っ

て 展開 され る模倣的 ， 劇的な 芸術 との 雑種 な の だ か ら〔8〕
。

　 ドス ト＝ 一フ ス キ イ の 小説は ， い ずれ も， 構想自体が本質的に 悲劇的で あ る 。

作 家は か つ て の 小説 の 幸福 な ス トー リー中心主義 を 最大限に 利用 し て い るが ，

彼が 詳細に 描 く外部 の 諸事件は 小説の 根本的事件を 支え る論理 の 鉄 鎖を な し て

い る 。 こ の 根本 的 事件 の 領 域で ア フ ラ ・ マ ズ ダ とア
ー リ マ ン が ふ た た び 闘 い を

ま じえ ， 破局的な黙示 の 成就 ， 新た な 最後 の 審 判の 実現が起 こ る 。

　 ドス ト 」 ＝ フ ス キ イの 小説は ， 悲劇的破局に むか っ て急展開す る カ タ ス ト Pt フ

ィ 的な小説で ある 。 彼 の 小説は 内部構造が むか し の 悲劇 よ りもは る か に 複雑に

な り， 小説の なか の 個 々 の 事件 もそれぞれ小 さな カ タ ス ト ロ フ ィ を も っ て い

る 。 こ の た め ， 彼の 小説は ひ ど く緊張 して い て ， 読者 に 喜び や 楽 しみ の 余裕を

与 えない
。 読者は 「悲劇の 浄化 ］の なか に 喜び を 見出す 蔚に

， 地獄を くまな く

巡 らなけ れ ば な らな い 。

　 　 　 　 　 　 　 カ タ ル シ ス

　ギ リ シ ャ 悲劇は 浄化に よ っ て 解決 されねば な らな か っ た
。

こ の 浄化 は
， 古代

に は ， 神 へ の 奉仕の 秘跡に あず か り， 神 秘 の 体験 の 頂 上 を きわ め た 魂に 与 え ら

れ る聖化 ， 安堵 と して純粋 に 宗教的に 理 解 され た 。
ア リス トテ レ ス は こ れ を ，

宗 教的要素を 排除 して
， 悲劇 の 効果 ， 恐 怖 と共感の 治療効果 に よ る カ オ ス か ら

の 魂 の 解放 と理 解 した 。 ドス トエ フ ス キ イ の 小 説 は 読者 に 魂 の 底か らの 恐 怖 と

苦悩 の 共感を もた らす が
， 最後に は ，

か な らず ， 浄化を もた らす〔9〕
。

　 ドス トエ フ ス キ イ の 小 説 に は ， 内面 的 な もの は す べ て行動 （事件） の なか に

現わ され なけれ ばな らない とい う舞台芸術の 原則が麦配 して い る 。 悲劇を根拠

づ け て い る二 律背反は ， 二 律背反的行動 の なか に 具現 され なければ な らない 。
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二 律背反的行動 とは ， ギ リシ ャ 悲劇が扱 っ た神 々 と英雄た ち の 世界で は た い て

い の 場合 に
， ま た ， ドス トエ フ ス キ イ の 小説が 関係す る ， 人間の 世界 ， 社会的

秩序の なか で は 例 外 な し に ， 犯罪 と して 現わ れ る 。 こ の 作家 は カ タ ス トP フ ィ

と し て の 犯罪を三 つ の 平面 で 説 明す る 。
つ ま り ， 犯罪 は ， 第 1に 人 間の こ こ ろ

の なか で 神 と悪魔 が 闘 っ て い る とい う個人の意志の形而上 学的二 律背反に
， 第

2 に 人間の 心理 の 具体性に
， 第 3 に 外的 な事件 の 具体性に よ っ て 条件づ け られ

る 。 こ の うち ， 第 2 と第 3 の 平 面で ， ドス トエ フ ス キ イ は具体的な現実を裁判

記録 の よ うな文体で 詳細に 描写する 。 と こ ろ が ，
こ の 煩瑣な現実描写が叙事詩

的 な 巨大 な象徴性を も っ て い て ，読者の 前に 第 1 の 平面で の 自由と宿命 との 二

律背反 ， 神に つ くか
， 刃む か うか とい う神秘 の 二 律背反を展開 して み せ る。

　以上 ， イ ワ ノ フ は 悲劇 の 形式上 の 特徴を ， イ） 内面の 二 律背反を具現す る外

的事件 ， 主 とし て犯罪の 物語 ，
口 ） カ タ ス トP フ ィ に むか っ て 展開す る物語 ，

ハ ）苦悩 の 共 感 と恐 怖 とに よ っ て魂 に 浄化 を もた らす物 語 と理 解 し ，
こ の 意味

で ドス ト エ フ ス キ イ の 小説を 「悲劇小説」 と定義す る 。 彼は こ こ で ， 主に ， ア

リス トテ レ ス の 悲劇観の ル ネ V一ン ス 以来 の 解釈の 伝統に 依拠 して い るが ， 彼の

意図 は ドス トエ フ ス キ イ の 小説が こ の よ うな伝統的解釈 に よ る悲劇の 規準を形

式的 に満 た し て い る こ とを示す こ と に あ る わ けで は ない 。 む し ろ ， こ の 作家 の

小説の 錯綜 した ， 重苦 しい 事件の 連鎖 の 象微的な意味 ， 小説の 根底に 横た わ る

「形而上 学的二 律背反 」 を 鮮明 に 取 りだ す こ とに 主 眼 が あ る 。 した が っ て
， 彼

の 分析は 必然的 に こ の 二 律背反 の 内容 の 分析 に進 む 。

ii）「世界観 の 根本原 理 」

　 イ ワ ノ ブ は 続 ける 。 世界に 対す る個人の 関係は ， 客観を主観 の 一 部 とみ な し，

他老を 支配 ， あ るい は 利用 の 対象 とす る素朴観念論 ， 法 と道徳 の 諸原理 を つ く

りだ した 素朴実在論を へ て ， 純粋観念論 に 到達 した 。 純粋 観念論 に お い て は 認

識 され る もの は すべ て 客体で あ り， 相対的な もの とされ る 。 自分 自身だ けが一

切 の 規範の 源泉 とな り， 個人 は 孤独 の なか で 絶望す る か ， 己 が 無根拠 に 居直 っ

て 祝宴を は る e

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ ア リ ス ム

　 ドス トエ フ ス キ イ は 「高い 意味 の 実在論」 の 立場 に 立つ
。

こ の 実在論 は 認識

（no3HaHHe ） で は な く， 直観的洞察 （npollHKHOBeHMe ）に 基礎 をお く。 直観的

洞察 とは 意識 の 外延的 拡大で は な く， 自己 同一 の 巾心 そ の もの に 起 こ るある種

の 移動 ，

一 種 の 主 体 の 超越 （transcensus ） で ある 。 他者の 《我》を 客体 とし
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て で は な く， もうひ と りの 主体 として 認め る こ とを可能 に す る よ うな主体の 状

態で あ る 。 ，，
Tbl　ecH “

（汝 あ り）， ”
Es

，
　ergo 　 sum ．

“

（汝 あ り， ゆ えに 我 あ り）が

そ の 象微で あ る 。

　 「直観的 洞察 に 基 づ く実 在論 」 の 立 場 は ， 唯
一

の 神 とい う要請 をふ くん で い

る。 人 が意志 と理 性を あげて 「汝あ り」 と呼び か け る 相手た る絶対的な諸実在

の うち で も第一 の 真実在 は
， 唯 一 の 神で あ る か ら 。 また ， こ の 立 場 は ， キ リス

ト とい う要請を ふ くん で い る 。
こ の 立場は 愛の 行為 ， 個別化 の 原理 の 克服の 努

力で あ る が ， キ リス トこ そは ， 贖罪に よ っ て ， 分割の 原理 ， 孤独 の 呪い ， 罪 と

死 の 世 界 に 対 す る勝利 を実現す る者で あ るか ら。

　 ドス トエ フ ス キ イは 外部の 人 間 と内部 の 人間の 決定的な 区挽 ， シ ョ
ー ペ ン ハ

ウ ア ーの い う経験的に 知覚され る人間 と形而上学に お い て 直観的に 知覚され る

人 間の 区別 を 自分の 内的体験 に よ っ て知 っ て い て ， こ れ を他 の 作家に は な い 鮮

明 さで 小説 の な か に 描 きだ し た 。 先 に 述べ た こ の 作家に よ る人 間の 生 の 説明 の

三 平面 の うち ， 下位 の 二
’F面 ， 外的事件の 平面 と人間の 心理 の 平面 とは 経験的領

域に 属 して い る 。 こ こ に 起 こ る事件 と心理 とは 複雑を きわ め る 。 と こ ろが ， 第 3

の 平面 ， 形而上 学 の 領域 に は もは や 複雑 さは ない 。 神を と るか ， 悪魔を とるか ，

あるい は ， 存在に つ くか ， 非在に つ くか の 決定的 な選択があ るだ けで あ る 。
こ

の 第 3 の 平面で の 決定的な選択 の 悲劇を伝達し ， 顕現 させ るた め に
， 下位 の 二 平

面 の 悲 劇が必要 と さ れ る 。
こ の 作家 は形而上 学の 裁判官 ， 天 の 予審判事で ， 経

験的領域で の 犯罪 の なか に 形而上 学的な犯罪を探す 。
こ の 追及の 結論 は 地上 の

罪 の 追及 の 結論 とは 異な る こ とが あ る 。 殺 人者 ス メ ル ジ ャ コ フ は イ ワ ン の 分身

で 意志を もた ず ， 形而上 学的な 性格を 欠 くた め に
， 殺 し て も ， 罪 あ りとは され

ない 。 か え っ て ， イ ワ ン が ， 殺 し て は い な くて も， 直観 的洞察 の 領域 の 意志 に

お け る 不 信仰 の た め ， 罪 あ りとされ る 。

　悲劇は 深 く実在論的な ，
つ ま り神秘的な世界観 の 土壌な し に は 成立 し ない 。

悲劇は 罪 の 観念に 基礎を お い て い るが ， 罪 の 観念 は 神秘的実在を 前提 とす る の

だか ら。
ドス トエ フ ス キ イ の 悲劇は 人聞の 魂の 諸実在の 間で ，

つ ま り
， 人間の

神的原理 と ， 神か ら離れ た 被造物の 法則 との 間 で 展 開 され る 。

　ギ リ シ ャ 人 は 悲劇 の 罪 に 三 つ の 神秘 の 根源を 考 えた 。 第 1 に
， 人 間は 運命 の

測 りが た い 意志に よ っ て 罪を お う （オ イ デ ィ プ ス の 運命）。 第 2 に ， ある神 を

他 の 神 よ りも愛 した こ とが 罪 と さ れ る （ヒ ッ ポ リ ュ トス は 処 女神 ア ル テ ミ ス

に 忠実 を尽 し ，
ア フ ロ デ ィ テ の 誘惑を 拒ん だ た め に 亡ん だ ）。 第 3 に

，
こ の 世 に

生 まれ た こ と 自体が罪 の 根源 と され る （ソ ボ ク レ ス の 「逆 児で 生 まれ た」ア ン チ
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ゴ ネ）。 　 ド ス トエ フ ス キ イ は そ の 小説で 恋の 情熱が すべ て を呑み つ くす （ロ ゴ

ージ ン
，

ド ミ トリイ な ど。 ギ リシ ャ 人 の 第 2 の 根源）， ある い は ， 託身 自体に

罪が ふ くまれ て い る （ム イ シ キ ン
。 第 3 の 根源） とい う考え を展 開 した が ， さ

らに ， ギ リ シ ャ 人の 第 1 の 考え ， 測 りが た い 運命が人間を罪に 定 め る とい う考

えを ， 神 と悪魔 との 間 の ， 超感覚の 領域で の ， 人 間の魂の 支配を め ぐる闘争が

人間の 罪 の 根源 だ とい う考えに まで 高め た 。

　以上 ， イ ワ ノ ブ は 「悲劇 小説」 と 「直観的洞察に 基 づ く実在論」 とい うふ た

つ の 基礎的な概念か ら出 発 し ， 罪 の 観念を媒介 と し て ， 神 と悪魔が闢 っ て い る

「形 而上学」の 世 界 へ 進む 。
「直観的洞 察に 基づ く実在論」 とは 他者を 《汝》と

し て 発見す る こ と， 究極的に は
， 第一 の 真実在た る唯一 の 神を 《汝》 として 発

見す る こ とだ 。 こ の 立 場 に 立 っ て ， 形而上学 的意志に お い て 神 に 「然 り」 とい

うか ど うか が ， 人 間の 罪を決定す る
。 人 間に 課せ られた こ の 決定的な選択を 行

動 （事件） の なか に 具現す る芸術が 悲劇 で ， ドス ト エ フ ス キ イ の 小説 は こ の 意

味で 「悲劇 小説」 と定義 され る 。

3） 悲劇の 本質とデ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理

　イ ワ ノ ブ は 「悲劇小 説」 とい う定義に よ っ て ドス ト エ フ ス キ イ の 小説の 審美

的 で ある と同時に 宗教的な本質を強調す る 。

一
：方，

パ フ チ ン は こ の よ うな定義

を否定 し ， か わ りに ， 「ポ リフ ォ ニ イ 小説」 とい う定義を提 出 し て ，
こ の 作家

の 小説を 形 而上 学的理 解か ら解放 し ， 純芸術的 に 把握 す る 。 こ の 点で 両 老の 立

場 は 正 反対だ が ， 両者の ドス ト：コ：一フ ス キ イ の 小説 の 本質の 理 解に は 類似点 も多

い
。 イ ）「悲劇小説一1， あ る い は 「ポ リフ ォ ニ イ 小 説」 とい う形 式上 の 定義 は ，

と もに
，

「直観的洞察 に 基づ い て 他者を 《汝》 とし て 認め る実在論」 とい う共

通 の 世界観 の 規定 と密接 に 結び つ け られ て い る 。
ロ ） ドス トエ フ ス キ イの 小 説

世界 の 構造 の 特徴を両 者は 「多声的 （MHoporomCbl の 」 とい うま っ た く同 じこ

とぼ で 要約 して い る〔10）
。

ハ ） イ ワ ノ ブ が悲劇 の 本 質と して あげ る 「デ ィ オ ニ ュ

ソ ス の 原理 」 とパ フ チ ン が 「ポ リ フ ォ ニ イ 小説」 の 内実を 規定 し て い る とす る

「カ ー ニ バ ル 醐 目堺 感覚」 とは よ く似 た形式 と内容 を も っ て い る 。 こ の うち
，

ハ ） に つ い て は さ らに 多少の 説明が 必要 と思 わ れ る の で ， 以下 ， イ ワ ノ ブ の 悲

劇観 を デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理 とい う観点か ら調べ る 。
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i）『悲劇の 本質』

　 ニ ーチ ェ が 『悲劇の 誕生』 で ア ッ テ ィ カ 悲劇 を 1ア ポ 卩 ン 的な もの 」 と 「デ

ィ オ ニ ュ ソ ス 的 な もの 」 との ふ た つ の 原理 で 説 明 した こ とは よ く知 られ て い る 。

こ れ に な らっ て ， イ ワ ノ ブ は r悲劇の 本質』 で 悲劇 の 基本構造を つ ぎの よ うに

説明す る（11
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ ナ ス

　 ア ポ ロ ン は統一 の 原理 で ，
プ ラ ト ン の い う 《1 》 （MOIIaA ， μo り‘｛の を本質 と

す る 。 こ れ は すべ て を結びつ け ， ひ とつ に す る秩序 と和 合 の 神 ， 分裂 した 諸形

式 を包括的 な最高形式 へ
， 流れゆ く生 成を不 動の 存在へ 高め る上 昇の 神で あ る 。

一 方， デ ィ オ ニ ュ ソ ス は 神話の なか で 八 つ 裂きに され た 苦悩す る神 と されて い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ コア ス

る通 り，
ピ タ ゴ ラ ス 派の い う 《2 》 （nHan ，

δワ‘幼 に よ っ て 象徴 され る 多 数化

の 原理 で あ る n こ の 神は 分裂の 神で ，

．
ド降に よ っ て神 と し て の 充足 と全一 性を

犠牲に し て あ らゆ る形式を み た し 、 諸形式に 狂乱 と充満 の 歓喜を浸 み わ た ら

す 。 古代 の 説で は 1 は 男性数 ， 2 は 女 性数 と され る が ， こ の 神 は 女た ちが あや

す赤子， そ の 花婿 ， その 渇望 と崇拝の 対象 ， そ の 犠牲 とな る者等 ， 女た ち の 神

とし て 知 られ る 。

　 悲劇は デ ィ オ ＝ ユ ソ ス の 芸術 ， こ の 神へ の 奉仕の 祭儀の 変形 で
， 芸術に お け

る 《2 》の 完全 な 展開 とい う宗教的か つ 審美的 な本質を もつ
。

つ ま り， 悲劇 と

は 行動 （事件） と情熱の 弁証法を 描 く， 内的 に 弁証法 （対話）的 な芸術
’
E’ある 。

叙事詩や 抒情 詩に 固有の モ ノ ロ ー グ性 は 《2 》の 完 全 展 開に は 適 さ ない
。 《2 》

の 芸術の 目的は テ ーゼ と ア ン チ テ ーゼ を具 体的 に 表現す る こ と ， 観客 の 前 に ヘ

ーゲ ル の い う生成 （Werden ） を展開 し て み せ る こ とに あ る 。 悲 劇 の 過 程 は

《2 》の 「止揚 ］， な い し廃絶 に よ っ て 解決 され る。 それ は ， 《2 》が 具体的 な個

人に 体現 され て い る 芸術 の なか で は ， 個人 が以 前 と ま っ た く別 の 人 閲 に な るか
，

死 ぬ か を意味す る 。 つ ま り， 《2 》 の 装徳 は カ タ ス ト ロ フ ィ 的芸術 で あ る 。
こ

の 芸術 の パ ト ス は 平 静な 魂を恐怖 させ る 亀裂 の 直観 ，
ご く近接 して い るが 決 し

て ひ とつ に な る こ との な い ふ た つ の 領域の 間に ぽ っ か り 口 を開 け た 深淵 の 体験

の なか に あ る 。

　 《2 》は 矛盾の 根源的統一 を 前提 とす る 。 統合の 契機 を もた な い 単純 な敵対

は 《2 》の 芸術 を作 りだ さ な い
。 悲劇 の な か で 衝 突 す る の は ，相互 に 無関係 の

対極的な カで は な く， もと もとひ とつ の 全一一的存在の なか で 結 ばれ て い た ふ た

つ の 力で あ る 。
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　以上 の 説明に な らえ ば ， ドス トエ フ ス キ イ の 小 説 もデ ィ オ ＝ ユ ソ ス の 芸術 ，

《2 》の 芸術 とい う意昧で 「悲劇 小説」 と定義 され る 。 彼 の 小説 も 《2 》の 完全

な展開を 本質 とす る弁証法 （対話）的な小説で あ る 。 小説の なか の 事件 と心 理

の 弁証法的展開が形而上 学 の 世 界 の 弁証法 的対 立 を象徴 し ， それ に よ っ て基礎

づ け られて い る n

ii） 『ニ ーチ ェ とデ ィ オ ニ ュ ソ ス 』

　デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 芸術 とは デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験に あずか る芸術 ， デ ィ オ ニ ュ

ソ ス 神話 を具現す る芸術だ 。 イ ワ ノ ブ は デ ィ オ ニ ュ ソ ス とは なに か を ，
『ニ ー

チ ュ とデ ィ オ ニ ュ ソ ス 』 で
，

つ ぎの よ うに 説明し て い る02）
。

　 デ ィ オ ニ ュ ソ ス に は さ ま ざまの 顔 が あ る。 歴史 の は じま りに 現わ れ る とき ，

こ の 神 は 《神 の 子》， 父 の 王座の 継承者， テ ィ タ ン た ちに 八 つ 裂 きに され る苦

悩 の 神で ある 。 《英雄i》の 顔 を とる とき ， こ の 神 は 神人 （60rouenOBeK） とし

て ， 歴史 の なか で 大地の 母か ら生 まれ て くる 。 古典期の 哲学 ・
神学 説に 現わ れ

る 《新 デ ィ オ ニ ュ ソ ス 》は 地上 に 降 臨す る慰め の 神 で ある 。

一 般民衆の 信仰に

と っ て は ， こ の 神は 殉教者の 死 を と げる神 ， 死の 胎内深 くに 隠 され て い る生 ，

死 の 国か ら の 喜ば し い 帰還 ， 《復活》 と 《転生 》の 神で ある 。 要す るに ， 存在

（CymiiiD が本米 の 姿を離れ て 聖 変化を とげ ， 多様 な顔を もつ 非在 （HH ・ITO ， 吻

δレ） とな っ た ， そ の 犠牲 と苦悩の うち に 現わ れ る神的 全体が デ ィ オ ニ ュ ソ ス で

ある 。

　犠牲 とな る者 ， 復活す る者 ， 慰め る者 な ど神話 の なか で こ の 神 に 与え られ る

述語は 多様だ が ， その 現われ の 場は い つ も共通 の ひ とつ の 体験群か らな っ て い

る 。 すな わ ち
，

こ の 神は 秘祭 の なか で
， 激 し く脈動 し ， 身体を 刺 し貫 く痛み と

思い が けな い 喜び に 震動し ， 死 の 憂愁 に 息を ひ そ め ， 最後に 躍動 の うち に 復活

す る 。
デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理 は こ の 神秘 の デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験の なか で だけ完

全に 姿を現 わす 。
こ の 神 は あ らゆ る述語を 許容す るが ， 同時 に ，

一 切 の 述語を

拒絶す る 。
こ の 神 は さ ま ざま の 表象で 描写 し ， さま ざまの 定義を 与 える こ とが

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　e　 　 　　 　　の　　 　の 　　 　む

で きるが ， 究極的に は ， それ は な に か 《9TO 》 の 形式で は そ の 本 質は 明 らか に

な らない
。 デ ィ オ ニ ュ ソ ス とい う概念の なか で A と非 A は 同一 とされ ， その 秘

祭 の なか で 犠牲 とな る神 と犠牲を捧 げる祭 司 とは ひ とつ に な っ て い る の だ か

ら 。 美や詩の 本質が こ と ば に よ る解説に は 要約で きな い よ うに
，

デ ィ ナ ニ ュ ソ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　 　　　　の 　　　　ロ　　　 　　　　　　　　　 　　　　リ　　　　サ　　　　コ

ス の 本質 もそ れ が内的体験 に どの よ うに 現わ れ る か 《1〈al〈》 の 形式で し か 語れ

な い
。

　デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 本 質は 秘祭の なか で 直接に 体験 され る しか ない もの だ が，

こ とばの なか で は，多様 な顔 を もつ デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 神話 とし て と ら え ら れ

る 。
こ の 神話の 構造は 『悲劇の 木質』 で は つ ぎの よ うに 説 明 され て い る（IS

。

　元 来ひ と つ の もの が相争 うふ た つ の 力に分 か れ る とい う考え は ， デ ィ オ ＝ ユ

ソ ス の 秘 跡 の 根本思 想 で あ る。 こ の 神 に は ふ た つ の 顔が ある 。 第 1 の 顔 は 神話

の 語 る神 ， 秘祭の 行為を通 し て神秘 の 聖変化 を とげた犠牲 の 獣 と して 現前する

苦悩す る神 ，
デ ィ オ ニ ュ ソ ス 自身で あ る 。 第 2 の 顔は こ の 神へ の 奉仕者 ， すな

わ ち こ の 神 自身 の 名 （バ ッ コ ス ）で 呼ばれ る犠牲を捧げ る者 ， あるい は こ の 神

の 敵対者 （cynOCTaT ，
ゐ τごσ τ面 η9）すな わ ち ， 神 の 子 を八 つ 裂 きに した テ ィ タ ン

た ち の よ うに盲 目の 狂気に と り憑か れた こ の 神 の 敵 ， ない し ，
トラ キ ア の リク リ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベ ル ソ ナ

ユ ゴ ス の よ うに こ の 神 の 永続的な第 2 の 位格 （HmCTaCb ，
珈 6στα σ ‘g）とし て 現わ

れ る敵な どで ある 。
こ の 第 2 の 顔 の も っ とも代表的な形態は ，

こ の 神 に もっ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ　　イ　 ナ 　　A

も緊張度 の 高い 宗教的含蓄 の豊 か な崇拝 と奉仕を捧げ る 酒神信女 た ち （Msllana ，

μα ω 的 ．） で あ る 。 した が っ て ，
こ の 神の 第 2 の 顔は

， 主 と して
， 女性 の 顔で あ る。

　酒神信 女は デ ィ オ ニ ュ ソ ス 宗教 の 最古層で あ り ，
デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験の 原型

で あ る 。 デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 芸術 ， 悲劇の 起源も こ こ に あ る 。 デ ィ オ ニ ュ ソ ス 秘

祭か ら悲劇 へ の 発展 の 過程 で ， 酒 神信女そ の もの は芸術 の 舞台か ら閉め 出 され

て密教化 し た が ， デ ィ オ ニ ュ ソ ス 崇拝の 女 性原理 は ，悲劇 の 中心 に 立つ 女主人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　 　 　Pt　 　 ス

公 （ク リ ュ タ イ メ ス トラ ，
カ サ ン ドラ ， ア ン チ ゴ ネ な ど）ある い は 女性 の 合唱隊

（『救 い を 求め る 女た ち 』 の ダ ナ オ ス の 娘た ち ， 『縛 られた プ ロ メ テ ウス 』 の オ

ケ ア ノ ス の 娘た ち ， 解放 され た プ ロ メ テ ウス をか こ む テ ィ タ ン た ち とその 妻た

ち な ど） と して 現 わ れ ， 悲劇 の 本質部分を構成 し て い る 。

　以上 ， イ ワ ノ ブ は
， 悲劇 の 構造を ， デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験 を そ の 核心 とす る デ

ィ オ ニ ュ ソ ス 神話 の 新 し い 具体化 とし て 理 鰐す る 。 デ ィ オ ニ ュ ソ ス とは 女性た

ちに よ っ て 奉仕 され る神 白身で あ り ， 同時に そ の 奉仕を 捧げ る酒神信女た ちだ 。

こ の 奉仕 の 秘祭全 体 が デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理 の 発動 ， デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験で ，

こ こ に
， さ まざま の 顔 を と っ て 現わ れ る デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 神話 の 起源が あ る 。

デ ィ オ ニ ュ ソ ス は 秘祭 の 狂乱 と混沌の なか で 神秘の 《KaK 》 と して 体現 され る
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ばか りで な く，神話の なか で さ ま ざまの 述語を と る 。 さ らに
， 悲劇 の なか で 一

層複雑化 した 多様 な姿 を と っ て 現わ れ る 。

　 ド ス トエ フ ス キ イ の 小説 もこ の 「デ ィ オ ニ
ュ ソ ス の 原理 具 こあず か る芸術 と

い う意昧で 「悲劇 小説．1と定義 され る 。 彼 の 小説 も ， 原初の デ ィ オ ニ ュ ソ ス 崇

拝 の 神秘 の 《Kal◇， 酒神信 女た ち の 奉仕 の 狂 乱と歓喜の デ ィ オ ニ ．z ソ ス 体験を ，

神話 とし て 体現 して い る 。 た と えば ， f悪霊 』 の び っ こ 女 マ リヤ とス タ ヴ ロ ーギ

ソ の 関係 の なか に ， デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 女性原理 の 姿を変 えた 現わ れ が見 られ る 。

マ リヤ は 「母な る大地 一1（，MaTI）
−3eM 朋 ），ロ シ ヤ の 「大地 の 魂 」（双yura　3eM 」IH）

を象徴的 に 休現す る半狂女 で ， ス タ ヴ ロ ーギ ン を 「栄光 の 公爵」，
「輝や く鷹 1

と し て待望す る 。 と こ ろが ス タ ヴ ロ ーギ ン が 目の 前に 現わ れ る と ，
こ れ は 待 ち

焦が れた 公爵で は な く，け が らわ し い 僣称者 だ と見ぬ く。
マ リヤ を 通 して ス タ

ヴ ロ ーギ ソ の 隠 され た 形 而上 学的意志 ， 神 へ の 根本的背反が暴露さ れ る〔14｝
。

4）　「デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理 ．1 と 1 カ ー ニ バ ル 的 匳界感覚」

　 パ フ チ ン は ドス トエ フ ス キ イ の 小説 の ジ ャ ソ ル ．Lの 特 徴の 起源を 「ソ ク ラ テ

ス の 対話」，
「メ ニ ッ ポ ス の 諷 刺」 な ど占典古代末期 か ら ヘ レ ニ ズ ム 時代 の 「真

面 日な茶番 i に 求め る 。 また ，
こ の ジ ャ ン ル の 特 質 は ロ ー マ の サ ト ル ヌ ス

（Saturnus） の 祭に 由来す る 「カ ー ニ バ ル 的世 界感覚 1に 貫ぬ か れ て い る こ と

に あ る とす る 。 ドス トエ フ ス キ イ の 小説 は ア ッ テ ィ カ 喜劇 か ら ヘ レ ニ ズ ム 時代

の 「茶番 1 の 芸術を へ て 中 i旦：の 民衆交 学に 至 る滑稽 ， 猥雑 を 志向す る芸術 の 延

長線上 に 位置づ け られ る 。

　 イ ワ ノ ブ は ドス ト Z フ ス キ イ の 小説に 至 る 芸術 の 発展 の 起源を デ n オ ニ
ュ ソ

ス 秘祭か ら雄 ヤ ギ の デ ィ テ ユ ラ ソ ボ ス を へ て ア ッ テ ィ カ 悲劇 に 至 る発展に み る 。

こ の 発 展 の 過程 は つ ぎの よ うに 理 解 され る 。 イ）原始の デ ィ オ ニ
ュ ソ ス 崇拝 の

純粋に 宗教的 な要素 は 雄 ヤ ギ の デ ィ テ ユ ラ ン ボ ス に お い て 合曜隊が 男性 の もの

に な り酒 神信 女 た ちが密教化 し た の に ともな っ て
， 舞台の 上 か らは 追放 され た 。

ロ ） テ ィ オ ニ ュ ソ ス 崇拝の 猥雑 な要素は す べ て 雄 ヤ ギ の デ ィ テ ユ ラ ン ボ ス を へ

て サ テ コ ロ ス 劇に 受け つ が れ た 。
ハ ） デ ィ オ ニ ュ ソ ス 神話 の 崇高な部分が悲劇

の 構想 の なか に 受けつ がれ た と 。

　 こ こ で も，
ふ た りの 観点 は 正反 対 の よ うに 見え る が ，

「カ ー
ニ バ ル 的世界感覚」

と 「デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 原理 ．1 との 間に は 似た と こ ろが 多い 。 た とえ ば ， カ ー ニ

バ ル の 王 の 戴冠 と奪冠 と して 現わ れ る カ
ー

ニ バ ル 的世界感覚の 核心 は死 と再生

の パ トス に あ ると され る が ， デ ィ オ ＝ ユ ソ ス 秘祭 は まさに 神 の 死 と再生 の 行為
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だ 。 また ， カ ー ＝ パ ル 劇 の 理 念は ， すべ て の 人が 身内 と して 出会 うカ ー
ニ バ ル

広場 の 全民衆性 ， 普遍性に ある とされ るが，
デ ィ オ ニ ュ ソ ス 体験の 核心は 秘祭

の 狂乱 の なか で の 神 との 合一
， 個 別化 の 克服 に あ る 。

　両者 の ギ リシ ャ 以来 の 芸術 の 発展 の 過程 の 理 解 の 構想 は 楯 の 両面 の よ うに 表

裏一 体をなし て い る。 サ トル ヌ ス とデ ィ オ ニ ュ ソ ス は ，

一 方が ロ ー マ 起源 ，

一

方が トラ キ ア ，
マ ケ ドニ ア 起 源 と， い ち お う別個 の 神だが

， そ の 祭儀 と神話 は

神 の 死 と再生 の 再現 ， 狂乱あるい は 銘酊 の なか で の 神お よび 他者 との 同一 化 と

い う共通 の 形 式を も っ て い る 。 ア ッ テ ィ カ の 喜劇 と悲劇は デ ィ オ ニ ュ シ ア 祭と

い うひ と つ の 枠 の 中で 組み合わ され て上 演 され た 。

　 ドス トエ フ ス キ イ の 小説は こ の 「茶番」， 喜劇 へ の 志向 と ， 悲劇 へ の 志向を統合

し て い る と こ ろに 特色が あ る 。 イ ワ ノ ブ は こ れを猥雑へ の 発展 と崇高 へ の発展

の 両方の 可 能性 を は らん だ原始 の 宗教的芸術的混沌の 全体を指 し示 す 「デ ィ オ

ニ ュ ソ ス の 原 理 」 とい う理 念に よ っ て把握 した 。
パ フ チ ン は イ ワ ノ ブ とは 逆 の

一 而を強調しなが ら ， 同 じ よ うに ドス トエ フ ス キ イ の 小説 を ギ リシ ャ 以来 の 芸

術 の 伝統の なか に 位 置づ け た 。 こ の 点で パ フ チ ン は イ ワ ノ ブ に 多 くを 負 うて い

る とい わ なけれぽな らない
。

　イ ワ ノ ブ の ドス トエ フ ス キ イ研究 の 最後 の 構想 （  ）の 第 3部「神秘学 の 視座」

の 領域 は こ の 小論で は ほ とん ど検討 され な い ま ま残 っ た 。 こ の 領域で の イ ワ ノ

ブ の 仕事は機 会が あれば ， 稿を改め て 論ずる こ ととし た い 。

注（1＞ こ の 時代 に ，丑．CMepe ＞KI〈oBcKHii ，　JL　ToncToM 　H −TlocToeBcKHi・1．一＞KH3Hh

　　x 　TBoPqecTBo ・CH6 ・
，

1901− 1902 ； JL　】工lecToB，　 nocToeBcKni　 H 　HMIIie一

　　ΦH ，10coOpHfi 　 Tpare 八uH ．　 Cn6 ．
，

1903 ； B．　B．　 Po3aHoB ，　JlereH八a　o　Be πm くoM

　　HHKBH3MTope ・Cn6 ．
，
1906； A ．　JI，　BoJlbIHcKH益，

　KHHra　 BeJlm くoro 　 rHeBa ，1901 ；

　　LlapcTBo　KapaMa30BbIx．2−e　H3 丑．1904 ；皿ocToeBcI くH 負．　CH6 ，
，
2−e　H3几 ，

1909

　 　な どが 現 わ れ た 。 前代 以 来 の ナ m … ド ニ キ 的 な 立 場 か ら の 批 評 と し て は ，た と え ば ，

　　A ．M ．　CKa6HqeBcKH最，　McTopHH 　HoBe 自皿Ie 黄　pyccKott　 nHTepaypbl − 1848−

　 　1903rr ．5・e　 H3JI ．　 Cn6 ．，／903 参照 。

　（2） こ れ まで に イ ワ ノ ブ の 著作 の 邦訳 と し て は
，

「殴界批 評大 系」 第 2 巻 （筑摩書 房 ，

　　1974年） 428− 443頁 『悲劇 の 本質 に つ い て 』 灰 谷慶 三 訳が あ る だ け と思 わ れ る 。

　（3）　イ ワ ノ ブ の 生 涯 ， 創作 ， 思 想に つ い て は ， 自伝 ABTo6Horpa ΦHqecKoe 　nHcbMo ．

　 In ： pyccKaH　n ロTepaTypa 　XX 　BeKa （1890− 19ユO），　non 　peA．　C 　A．　BeHrepoBa ．

　 M ．・ 1917・ToM 　3・Bbln ・8・cTp ・81− 96／CCH 　cTp ・5− 22 の ほ か ，　 M．，IlemapT，

　 BBe 江 eHHe 　K 　Co6p ．　 cog 、　Bfig． 1’IBaHoBa．　 In ： CCI　 cTp ．7− 227 ； C．　Tsch6pl
，

　 Vjadeslav 　Ivanov − Dlchtung　 und 　Dichtungstheorie．　MUnchen
，
1968 ；」．　West ，
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　Russian　Symbolism − A 　study 　of　Vyacheslav　Ivanov　and 　the　Russian　symbolist

　aesthetic ，　London ．1970 ； C．　ABepallKeB，　BAgec ”aB 　HBaHoB （BcTynHTeJlbllasI

　cTa ’rbfi　K　
‘‘CTPIxeTBopeHHfiM　H 　nogMaM

”
　Bfl9・　PIBaHoBa・　（BH6rmoTeKa

　nogTa ）．　 M ．
1976）な ど参照 o

（4） イ ワ ノ ブ の 著作 と研 究文献 の 目録は 前掲 Tsch6pl と West に 詳 し い
。

　　 イ ワ ノ フ の ド ス ト エ フ ス キ イ 研究 は 略 号 表 に あげ た   一
  。  

’

tX 　 BM で は   の

　9KCKypc と し て 掲載 。   は   の ，   は   の 翻 訳 。   は   一一  を も と に 著者 自身が

　 ドイ ツ 語で 書 ぎ下 した もの を 基礎 に した ド イ ツ 語版 。

（5）　M ．BaxTHH ，
　 npo6JIeMbI　llogTHKM 　双ocToeBcKoFo ・H3 」［・3−e・M ・・ 1972・cTp ・

　 14− 15．

（6） イ ワ ノ ブ は ，
こ の 下降 運動 と上 昇運

．
動 を

“

arealioribus 　 ad 　realja
”

の 運動 と・

　
“

arealibus 　ad 　realiora
”

の 運 動 と説 明 し て い る 。  ，
　BM 　 cTp ．61．

（7）

 

（9）

　 こ な わ れ た 。 （岩 波 版 ア リ ス ト テ レ ス 全 集第 17巻 の 注

　 は 伝統的 な 「治療効 果」説 を とっ て い る 。

  　Bax 脳 H 前掲 書 cTp ．459．　Bfig．　HBaHoB   ．　B癶l　cTp ．15．

（1］）　Ocy 【ロecTBe 　TpareJLHH ・13　IM 　cTp ・233− 255・／CCII　cTp ・190− 202・

  　HHriie　H 　AHoHHc ．　n3 　cTp ．1− 20．／CCI 　cTp ．715− 726・な お 1 イ ワ ノ ブ の ギ リ シ

　 ャ 神話 観に つ い て 詳細 は ∂nnHIIcKafl 　 pe訂varMH　 cTpaAa ｛o 珥 ero 　 6era・ln ： HoBb 磁

　nyTb ， 1904，　 flHB ・， ΦeBp ・
，　 MapT ，　 Ma 最・ aBr ・（rn ・ IV　ま で

。 以 下　Bofipochl

　＞KH3HH ，1905．に 掲載 一 こ の 分 筆者未 見），　 AHoHMc　 m　 npaAHoHHcHl 孟cTBo ・BaKy ・

　1923．（1921年 バ ク ー大学歴 史 ・哲 学 学 部 に 提 出 の 博 士 論文 。 イ ワ ノ フ は こ れ に よ

　 り古典文 献学
．
博士 の 学位を 取得 した 。 ）を 参照 。

（i＄　Ocy 田 ecTBe 　TpareJIHH ・第 5 章以
．
ド。

    。

BaXT ｝田 ， 前 掲書 ，
　 cTp ．16．

プ ラ ト ソ ，『ポ リ テ ィ ァ 』，394C ．

ア リ ス ト テ レ ス
， 『ポ エ テ ィ カ 亠 第 6 章。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ タ ル シ ス

ア リ ス ｝・テ レ ス の 「浄 化．」 の 概 念 に つ い て は ル ネ サ ソ ス 以来 さ ま ざ ま の 解釈が お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 146− ／47頁 参照 。 ） イ ワ ノ フ

一一・64　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


